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地域との交流がないためか、夫婦の実情を民生委員も
詳しく知らず、Ａを見かけないからと偶然に地区の地
域包括支援センターに連絡したものの、包括センター
の係は玄関で追い返される。もし、この時点で、適切
な介護サービスが得られていれば、状況はこれほどに
なっていなかったかも知れない。結果的に、長男が帰
省した折の説得で、認定調査、ケアプラン作成、サー
ビス提供となってきているが、現在は入浴サービスが
週１回、訪問介護が週１回となっており、十分なサー
ビス提供とはなっていない。また特殊寝台についても、
Ａの生活を考えるとなるべく早く設置したほうが良い
と思われるが、夫の反応は芳しくない。認知力の低下
による部分があるとしても、金銭的問題を気にしてい
る様子が見られる。年金額についても少ない筈はない
と推定できるが、こうした場面での決断ができない、
また自分の年齢や将来に対する必要な金額をどの位必
要とするかについての判断もできない様子である。こ
うしたことは、Ａの存在が夫にとってどのようなもの
かという夫婦関係にもよることである。
こうした状況の中で、介護支援専門員がどう入って
いくか、どの程度の介護サービスが必要なのかについ
て、介護支援専門員の中に一般的な基準を内的に持っ
ている必要があるのではないか。こうした基準と、夫
や長男の考えとのせめぎ合いを通して、あるレベルの
介護サービスが提供されるのではないだろうか。つま
り、介護を受ける側の権利と、社会的に見て適切な介
護サービスとの兼ね合いを決めるのは、その家族関係
やその人たちの性格などの条件に大いに依存するとい
うことは、これまでのケースと同様である。これまで
ように、介護支援専門員の手を離れるまでの経過を示
したケースとは異なり、担当して半年程度のケースで
あり、今後どのように展開していくかについても見守
ることが必要と思われる。
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SUMMARY
KohichiTOGI,
KumikoSAKAKURA:
Thisstudyistoclearthefactorswhichinfluencecaresituationofolderpeopleintheirhomewhohavereceived
thehomecareservicebasedonthelong-term careinsurance,from standofthecare-managerwhobearthe
responsibilityofthecaremanagement.
Inthisstudy,beforeanelderlycouplewhohavebeenisolatedintheneighborhoodreceivethehomecare
servicebasedonthelong-termcareinsurance,weexaminedwhatkindoftheproblemswhichwehavetosolveare.
Asaresultofconsiderationofthecase,thefolowingproblemsareacquired.
(1)Inordertomakethemreceivethehomecareservice,howdowegetthemtohavetheknowledgeofthehome
careservicebasedonthelong-termcareinsurance?
(2)Howdowepersuadeandconsentthehusbandwhoresistandrejecttheproposalofthehomecareservicebased
onthelong-termcareinsurancebecauseofspendingmoney?
(3)Whomdoesthecaremanagershouldconsultandtalktointhefamily?
（K.TOGI;UyoGakuenColege
K.SAKAKURA;SupportOficeforHomeService)
TheProblemofCareManagementfortheOlderPeopleintheHome款
－TheCaseStudyofanElderlyCoupleIsolatedintheNeighborhood－
